
別紙 

【参考】 

121.9km にも及ぶ運行区間において、毎日たくさんの乗客を乗せて山を潜り、森を抜け、大河を  

渡り、満開の花畑を波立たせ、そして開けた海岸沿いを誇らしげに疾走する、厳しい青森県の   

気候をものともせずに活躍する青い森鉄道のラッピング車輌を題材にしました。 
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【切手選定理由】 

  青い森鉄道が、地元住民の大切な足としての使命を担って活躍する姿を明確に表現するため、 

沿線の特徴的な風景をバックにしたものを選定しました。 

番号 題材 ふりがな 

（1） 
青森湾を臨む 浅虫温泉～西平内 あおもりわんをのぞむ あさむしおんせん～

にしひらない 

（2） 
三連アーチの天間川橋梁 上北町～乙供 さんれんあーちのてんまがわきょうりょう 

かみきたちょう～おっとも 

（3） 雨に霞む森を行く 千曳～乙供 あめにかすむもりをいく ちびき～おっとも 

（4） 
青森行き最終列車 夜の八戸駅 あおもりいきさいしゅうれっしゃ よるの 

はちのへえき 

（5） 海が見える駅 狩場沢駅 うみがみえるえき かりばさわえき 

（6） 朝の通学風景 矢田前駅 あさのつうがくふうけい やだまええき 

（7） 
三戸望郷大橋を上に見て 三戸～目時 さんのへぼうきょうおおはしをうえにみて 

さんのへ～めとき 

（8） 
春の田園風景 諏訪ノ平～剣吉 はるのでんえんふうけい すわのたいら～ 

けんよし 

（9） 
野花のじゅうたん 乙供～上北町 のばなのじゅうたん おっとも～かみきたち

ょう 

（10） 
馬淵川を渡る 三戸～諏訪ノ平 まべちがわをわたる さんのへ～すわのたい

ら 


